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再建された旧石原家住宅

曳きや工事

八代小学校児童による土壁塗り体験

　
市
で
は
、
火
災
で
か
や
ぶ
き
屋
根
が
一

部
焼
失
し
た
旧
石
原
家
住
宅
の
再
建
工
事

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
工
事
は
３
月
下
旬

に
完
成
し
、
現
在
で
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
旧
石
原
家
住

宅
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
旧
石
原
家
住
宅
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら

れ
た
農
家
で
、
約
３
５
０
年
前
の
農
家
の

様
子
が
良
く
分
か
る
貴
重
な
建
物
で
す
。

以
前
は
八
代
町
南
に
あ
り
ま
し
た
が
、
昭

和
45
年
に
旧
八
代
町
の
所
有
と
な
り
、
昭

和
61
年
に
現
在
地
（
八
代
郷
土
館
敷
地
内
）

に
建
て
直
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
旧

八
代
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
桁
行
（
け
た
ゆ
き
）
七
間
（
14
・
８
５
ⅿ
）、

梁
間
（
は
り
ま
）
三
間
半
。
土
間
を
上
が

る
と
板
敷
の
上
り
鼻
（
あ
が
り
は
な
）
が

あ
り
、
一
角
に
は
、
囲
炉
裏
（
い
ろ
り
）

が
あ
り
ま
す
。
上
り
鼻
の
奥
に
畳
敷
き
の

仏
間
、
納
戸（
な
ん
ど
）、
座
敷
、
居
所
（
い

ど
こ
）
が
あ
り
ま
す
。

　
仏
様
を
ま
つ
る
仏
間
と
日
用
品
を
し
ま

う
納
戸
は
、
六
畳
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
客
を
迎
え
入
れ
る
座
敷
と
家
族
の

暮
ら
す
場
所
で
あ
る
居
所
は
、
八
畳
間
で
す
。

仏
間
な
ど
の
畳
敷
き
の
４
つ
の
部
屋
の
形
は
、

上
か
ら
見
る
と
「
田
」
の
字
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
突
上
げ
屋
根
は
、
二
階
に
養
蚕
（
よ
う

さ
ん
）
の
た
め
の
作
業
所
を
造
っ
た
時
に

追
加
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
石
原
家
住
宅
に
は
、
棟
持
（
む

な
も
ち
）
柱
（
一
階
か
ら
二
階
ま
で
通
る

太
い
柱
）
は
無
く
、
屋
根
の
軒
先
（
の
き

さ
き
）
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
旧
石
原
家
住
宅
の
か
や
ぶ
き
屋
根
か
ら

火
が
出
た
の
は
、
平
成
17
年
11
月
19
日
の

こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
市
で
は
、
近
隣
の
方
々
や
市

文
化
財
保
護
審
議
会
な
ど
で
の
話
し
合
い

の
上
で
再
建
方
法
を
決
定
し
、
平
成
18
年

８
月
に
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
旧
石
原
家
住
宅
再
建
に
向
け
、
曳
き
（
ひ

き
）
や
工
事
・
基
礎
工
事
・
屋
根
工
事
・

左
官
（
さ
か
ん
）
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
曳
き
や
工
事
で
は
、
住
宅
を
持
ち
上
げ
、

下
に
レ
ー
ル
を
敷
き
、
東
へ
約
５
ⅿ
、
北

へ
約
２
ⅿ
50
㎝
動
か
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
礎
工
事
で
は
、
住
宅
を
地
面

か
ら
約
１
ⅿ
の
高
さ
に
持
ち
上
げ
、
礎
石
（
そ

せ
き
）（
柱
の
下
に
置
く
石
）
の
抜
き
取
り
、

新
た
に
再
建
す
る
場
所
に
置
き
直
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
屋
根
工
事
で
は
、
屋
根
の
垂

木
（
た
る
き
）
の
設
置
や
、
屋
根
に
か
や
ぶ

き
分
の
厚
み
を
持
た
せ
、
銅
板
を
葺
（
ふ
）

く
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
左
官
工
事
で
は
、
土
壁
を
造
る
作
業
な

ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
現
場
を
訪
れ
た
八

代
小
学
校
４
年
生
が
、
コ
テ
で
土
壁
の
材

料
を
塗
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
再
建
工
事
中
に
は
「
曳
き
や
工
事
見
学
会
」
・

「
屋
根
工
事
見
学
会
」
・
「
土
壁
塗
り
体
険
」

な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
再
建
工
事
完
成
後
の
３
月
29
日
に
は
「
昔

話
を
聞
く
会
」
が
開
か
れ
、
冬
に
は
「
ワ

ラ
細
工
教
室
」
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
５
月
６
日
ま
で
八
代
郷
土
館
企

画
展
「
大
正
・
昭
和
時
代
の
子
ど
も
達
」

を
開
催
し
て
お
り
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
教
科
書
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
再
建
工
事
が
終
わ
っ
た
石
原
家
住
宅
を

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
木
造
家
屋
の
昔
懐

か
し
い
た
た
ず
ま
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け

ま
す
。

笛吹市男女共同参画推進委員会

笛吹市男女共同参画推進委員会「職場部会」では、働きやすい職場づ

くりを目指して、事業者との話し合いを進めることとし、2月15日に

「笛吹市商工会」の皆さんと意見交換会を行いました。意見交換会に

際して事前にアンケート調査をお願いし、そこから課題を出しながら

話し合いを進めました。

◎商工会の皆さんから出された
　職場の現状についての意見
・商工会は中小企業がほとんど。自営も多く、

　自然に男女が共に協力している。

・中小企業は、働き手を大切にしていると思う。

・働きやすい職場づくりが大事である。それに

　向けて具体的な支援、取り組みを行ってほしい。

◎意見交換会で職場部会から出された
　今後の取り組みについての意見
・職場の実態調査を行い、現状把握をすることも

　必要。

・今後、女性や若い人の意見も聞きたい。

・推進委員が行政・企業・働き手のパイプ役と

　なるよう取り組んでいきたい。

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111（内線173）

どの部会もよく
やっているね。

うまく進んでいく
といいわね～!

職場部会では、推進委員が理解を深めながら今後の推進について目標を絞り、具体化した
取り組みを行っていきたいと考えています。

「商工会事前アンケート」から
男女が互いにその個性や能力を認め合い、

発揮できる男女共同参画の考え方をあなた

はどう思いますか。

㈰��������賛成である・・・・・・・19人

㈪あまり賛成ではない・・・ 6人

㈫反対で������������ある・・・・・・・ 0人

あまり
賛成ではない
24％

3月9日、県立男女共同参画推進センターぴゅあ総合で開催
されたこのイベントでは、男女共同参画推進活動を行って
いる県内のグループが、練習したパフォーマンスを披露し
ました。
笛吹市男女共同参画推進委員会は、地域部会が「勇気を持
って役員になろう」と題した会話劇を発表しました。初め
てのパフォーマンスでしたが、一生懸命の演技にたくさん
の拍手をいただきました。

賛成��������������������������　76％


